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ミャンマｰの地質と鉱物資源

須･藤定久t)

1.はじめに

筆者は1996年から,インドシナ諸国やタイの鉱物

資源についセ紹介してきた.これに対して,多くの

質問や要望をいただいたが,中でもミャンマｰの地

質や鉱物資源について解説してほしいとの要望が

特に多かった.近年ASEAN加盟などミャンマｰの

国際社会への復帰が進む中で,今後日本との経済

関係も急速に拡大していくとの予測からミャンマｰ

への関心が強まっているのであろう.

また,第二次世界大戦時に,ビルマ戦線へ送ら

れ,苦しい戦いの末に帰還した人たちが,ミャンマ

ｰを第二の故郷として,その発展のために努力をし

ておられるようだ.

筆者はミャンマｰを訪問した経験があるわけでは

ないが,東南アジア地域の鉱物資源情報を収集す

る中で得られた資料を基に,その地質と鉱物資源

の概要を紹介する.

ミャンマｰの地質や鉱物資源については,19世

紀末から20世紀前半のイギリス領インドの一一部で

あった時代に調査が行われ,その成果はChhibber

(1934)により｢Geo1ogyofBurma｣,｢Minera1

ResourcesofBurma｣として出版された.第二次

世界大戦後,Benderが精力的に調査を行い,新し

い｢GeologyofBurma｣(1983)を著した.また金

属鉱床の全体像がGoossens(1978)により総括さ

れた.近年,国連アジア太平洋経済社会委員会

(ESCAP)により､ミャンマｰの鉱物資源アトラス

(1997)が出版されるなど,ミャンマｰに関する情報

が増えてきた.しかし情報の多くはBenderや

Goossensのデｰタに基づくものである.ここでも
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のデｰタを中心に紹介する.

2,歴史と国勢

ミャンマｰは正式国名をミヤジマｰ連邦(UniOn

ofMyanmar)という.インドと中国の問に広がるイ

ンドシナの西端を占めていること,竹山道雄さんの

小説｢ビルマの竪琴｣の舞台となった仏教国である

こと,石油や米の産地であることなどを中学校で学

んだ記憶がある.どのような国なのか,その歴史,

民族などを統計資料(二宮書店,1997)等を基に眺

めてみよう.

2.1略史

ミャンマｰとその隣接地域には,9世紀頃チベッ

トから南下してきたチベット･ビルマ語系諸部族が

住んでいる.これらの部族は小国を構えていたが,

11世紀に至り,ビルマ族最初の統一国家｢パガン

王朝｣が建設された.以後多くの王朝が成立･滅亡

を繰り返した後,18世紀に入りアラウンパヤｰ王

朝(首都マンダレｰ)が全国を統一したが,1886年

イギリス領インドの一部となり,王朝は滅亡した.

1943年に日本軍に援助され独立したが,その後

抗日闘争が展開され,第二次世界大戦後1948年に

ビルマ連邦共和国として独立した.

1962年ネ･ウィン軍事政権が成立し､｢ビルマ型

社会主義｣路線に基づく国家建設が進められた.

この政策は,経済の低迷･失業の深刻化をもたら

した.このため,1988年学生中心の暴動が発生,9

月にはビルマ国軍が軍事クｰデタｰにより実権を

掌握,1989年3月社会主義的経済を放棄し,国名

も｢ミャンマｰ｣に改称し,国営企業の民営化に着

手した.1990年の総選挙で野党が圧勝したが,軍

事政権は政権委譲を拒否し,以後,反体制･民主

化運動の指導者を弾圧,民主化を求める国際世論
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第1図ミャンマｰの行政区分.西部山地と東部山地に7

つの自治州があり,中央平野は7つの行政区に区

分されている.タイムズアトラス,Bender(1983)に

基づく.

の中で外交的には孤立してきた.

その後,軍事政権と少数民族の独立組織などと

和解･停戦が実現し,経済活動の活発化,社会の

安定化が進んだ.この結果1997年には,東南アジ

ア諸国の支持を得て,ASEANへの加盟が認めら

れ,国際社会への復帰の道を歩みだした.

2.2国語

ミャンマｰは北緯10～28.5｡,東経92～10ゴの

範囲にあり,南北2,050km,東西935kmにわたり,

その面積は67.7万km2(日本の約1.7倍),人口

4,366.8万人(人口密度65人/km2)の国である.西

側をバングラディシュ,北西側をインド,北東側を中

国,南東側をラオス,タイと接している(第1図).

国民総生産(GNP)は1990年で約218億ドル,1

人当たり522ドルで世界の最貧国の一つとなってい

る.しかし,GNPは92年度からは10.9%(政府予

測)と急成長に転じている.インフレ率は93年3月

現在で年40～70%と高く,対外債務も46億7500

万ドル(1990年現在)を抱えるが,次第に好転して

いるようだ.

農業がGNPの約半分を占めており,米とチｰク
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第2図ミャンマｰの気候.主にBender(1982)による.

1.等年間降雨量線,2.主な観測地と年間降雨量,

3.主要河川の流域界,4～6.気候区分,4.温帯湿

潤気候,5.サバナ気候,6.熱帯モンスｰン気候.

材が最大の輸出商品である.かつて,主要な産品

の一つであった石油や錫などは,第二次世界大戦

以後生産が回復していない.

首都はヤンゴン(旧名ラングｰン,人口250万人)

である.そのほか,北部の中心地マンダレｰ(53万

人),サルウィン河口のモｰルメイン(22万人),イラ

ワジ川の谷沿いのペグｰ(15.1万人),バセイン

(14.4万人),タウンジｰ(10.8万人),西端部のシッ

トウェ(10.8万人),モンユワ(1O.7万人)などの都市

がある(文末の付図1参照).

2.3民族と言葉

民族はミャンマｰ族(68%)のほか,,シャン族

(8.9%)･カレン族(6.6%)･アラカン族(4.4%)･カ

チン族･モン族･チン族など約50の少数民族からな

る.ミャンマｰが連邦制をとるのもこれら民族の多様

性を反映したものであって,主要な民族は,それぞ

れ7つの自治州,カチン(Kachin),チン(Chin),シ

ャン(Shan),アラカン(Arakan),カヤ(Kayah),カ

レン(Karen),モン(Mon)をつくっている(第1図).�
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策3図ミャンマｰの地形.タイムズアトラスを基に作成.
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第4図ミャンマｰとその周辺の地体構造.Hutchison

(1989)を基に作成.1.古い地層や岩石からなる

地塊,A.インド地塊,B.チベット地塊,C.シヤンク

イ地塊,D1インドシナ地塊,E.南中国地塊,2.大

洋地殻からなる部分,fインド洋,g.アンダマン

海,h.南シナ海,3.大陸地殻のもぐり込み帯,H.

ヒマラヤ山脈,4.海洋地殻のもぐり込み帯,5.主

要断層とズレの方向,6.海洋地殻のわき出し口.

ミャンマｰ族が多い中央部のイラワジ川中･下流

部は7つ区,ザガイン(Sagaing),マンダレｰ(Man-

daley),マグウェ(Magwe)､ペグｰ(Pegu),ヤンゴ

ン(Yangon),イラワジ(Irawaddy),テナッセリム

(Tenasserim)に区分されている(第1図).

公用語はミャンマｰ語,宗教は小乗仏教が約

90%を占めている.

3｡気候と地形

3.1気候

熱帯～亜熱帯に位置するミャンマｰであるが,地

域により異なった気候を示す.平野部は高温で熱

帯に区分される(第2図).海岸部は熱帯モンスｰン

気候で,年間降雨量が5,000mmに及び,マングロ

ｰブと熱帯雨林が広がる.一方,内陸部は雨量

1,000mm以下の乾燥した気候で,サバナ気候に区

分され,潅木と草原の世界である.

東部～北部の山間部は平野部に比べて冷涼で,

雨量も1,500～4,OOOmmに及び,温帯湿潤気候に

区分され,山々には亜熱帯～温帯雨林が広がり,

チｰク材の産地となっている.

3.2地形

ミャンマｰの地形(第3図)を見ると,まず南北方

向に伸長した山地･平地が並んでいることがわか

る.西から東へ,島弧(アンダマン諸島)の北方延

長にあたる西部山地,アンダマン海の北方延長に

あたる中央平野,シヤンクイ地塊に属する東部山地

に区分される.各区分は,いずれも標高が南で低

く,北に高くなっていることに気づく.低平な南部

に対し,北部は6,000m近い高度を有し,雲南高原

やチベット高原へと連なっている.

西部山地はミャンマｰの西縁部を占め,北のパ

トカイ山脈(最高点はサラメティ山,標高3,825m)

から南のアラカン山脈(ビクトリア山,3,053m)へと

連なっている.

中央平野はミャンマｰの中西部を占め,その中

央をイラワジ川が北から南へ流下している.中央平

野はその北部から中部にかけての大部分.は丘陵地

帯であり,低平な沖積平野はイラワジデルタに限ら

れている.北端部は高度を増し東側のクモン山地

と西側のパトカイ山脈が合するところで終わってい

る.

東部山地はミャンマｰの東半分を占めており,チ

地質ニュｰス524号�
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ベット高原からサルウィン川が流下し,深い谷を刻

み込んでいる.北から北東山脈(サルウィン川上流

部の南北方向に伸びる山脈群をこう仮称する.最

高点はハカポラジ山,5881m),中部のシャン高原

(高所は3,000m前後)を経て,南部のドｰナ山脈

(高所は2,O00m前後)へと連なっている.

千

4｡地質

ミャンマｰの地形や地質は,この地域の地体構

造に支配されている(第4図).つまり,北西側では

インド大陸が南からユｰラシア大陸に衝突,チベッ

ト地塊の下へもぐり込み,ヒマラヤ山脈やチベット

高原を押し上げていると言われている.

南東側のインドネシアのジャワ島からスマトラ島,

アンダマン諸島へと延びる帯は,大陸地殻の下へ

海洋地殻がもぐり込む島弧である.

ミャンマｰはまさにこの二つの性質を異にする沈

み込み帯が接するところである.

大局的には南側ほど島弧～縁海の要素が強く,

北側ほど大陸的な要素が強くなっているということ

ができよう.

4.､.地体構造と層序

ミャンマｰの地質は,上に述べた地形とほぼ対

応しており,西から東へ,アラカン沿岸平野帯,ア

ラカン～チン帯,中央帯,東部高地帯の4つに区分

されることが多い(第5図).

地形上の西部山地のうち西側はアラカン沿岸平

野帯(A)に,東側はアラカン～チン帯(B)に区分さ

れる.中央帯(C)はほぼ地形上の中央平野に相当

している.東部高地帯(D)はほぼ東部山地に相当

している.東部高地帯は,西カチン帯(D1),東カ

チン～シャン帯(D2),カレン～テナッセリム帯(D3)

に細区分されることが多い.各地質構造区の模式

的な層序を第6図に,地質図を付図2に示し,それ

ぞれの帯の特徴について述べる.

(､)アラカン沿岸平野帯(A)

白亜紀後期以降の堆積岩類が分布している.特

に中新世の砂岩,泥岩が厚く堆積しており,強く榴

曲している.中新世末期に陸化し,現在のような丘

陵地帯となった.この地域からバングラディシュ,

東インド方面へと続いている二

第5図

づ

�
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�

ミャンマｰの地体構造区分.Bender(1982)を簡

略化した.構造区の名称は,A.アラカン沿岸平野

帯,B.アラカン～チン帯,C.中央帯,D.東部高地

帯,東部高地帯は,D1.西カチン帯,D2.東カチン

～シャン帯,D3.カレン～テナッセリム帯に細区分

される.

(2)アラカン～チン帯(8)

白亜紀後期から古第三紀の堆積岩類が広く分布

し,南方延長部はアンダマン諸島へと続いている.

これらの地層にはNNW-SESの軸を有する摺曲

と同じ方向の覆瓦断層が発達し,それにオフィオラ

イトが伴われている.古生層や三畳紀層も分布す

るがごく断片的なものである.古第三紀に陸化し

アラカン山脈を形成した.

(3)中央帯(C)

主に新生代の堆積物で埋積されている堆積盆

地.始新世から現世までの10,OOOm以上の厚さの

堆積岩が分布しN-S,NE-SW方向にゆるく榴曲

している.ところどころに基盤岩(変成岩や第三紀

初期の堆積岩)が露出している.変成岩は結晶片

岩化した火山岩類で大陸地殻上に堆積したものと

いわれている.

堆積盆の中心部には中生代の末期から第三紀に

かけて活動した中性～酸性の火山岩が点々と分布

しており,｢第三紀中央火山帯｣と呼ばれる.
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第6図

ミャンマｰの地史総括図.

Bender(1982)を簡略化し

た.地体構造区別に,a.模

式層序,b.地殻変動の強さ,

c.火成活動.d.形成された

資源を示した.地殻変動は

曲線が右側へふれるほど強

い.火成活動のあった時期

をV記号で表示.資源の略

号は,As.砒素,Au.金,B孔

重晶石､Btビスマス,Co.コ

バルト,Cr.クロム,Cu.銅,

Mo.モリブデン,Ni.ニッケ

ル,Pt.白金,Sb.アンチモン,

Sn.錫,W.タングステン.

(4)東部高地帯(O)

ビルマの東半分を占めている.ほとんどが榴曲し

た古生層からなり,一部は変成を受けている.また

古生層は数次にわたる花筒岩の貫入を受けている.

古生層中には2層準に重要な石灰岩層がある.

一つはシルル～デボン系,もう一つは石炭～ペル

ム系のいわゆる｢台地石灰岩｣である.基盤には先

カンブリア系の変成岩類が広く分布している.

東部高地帯は北西部の西カチン帯,中央部から

東部の東カチン～シャン帯,南西部のカレン～テ

ナッセリム帯に細区分されることが多い.

西カチン帯とカレン～テナッセリム帯は,東部高

地の西縁部,マンダレｰ付近からタイ･マレｰ方面

へ延びる帯である.弱く変成し,強く榴曲した古生

代の厚い堆積岩が分布することで特徴づけられる.

これに対して東カチン～シャン帯では,古生層の

一部が欠如し｢台地石灰岩｣が広がっている.

4.2火成活動

ミャンマｰの火成岩類は,先カンブリア紀から第

三紀までさまざまな時代に形成された花筒岩類と

新第三紀の火山岩類が知られている.

花商岩の分布を第7図に示した.これらは西から

東へ,中央平野北部の隆起ブロック中に点在する

西側帯の花筒岩類,東部高地の西縁に分布する中

央帯の花商岩,東部高地の中央～東部に散在する

東側帯の花商岩類の3つに区分される.

西側帯の花開岩類は白亜紀後期～古第三紀始

新世の形成で浅所に貫入し,火山岩類を伴ってい

る.黒鉱型あるいはホｰフィリｰ型の鋼･銀鉱床を

伴う.

中央帯の花商岩類は自亜紀後期～始新世に活

動したもので,ペグマタイトやアプライトが多く伴わ

れ多くの鉱脈型錫･タングステン鉱床を伴う.火山

岩類は基本的には伴われない.マレｰ半島から延

びる｢錫花陶岩｣の分布する帯でもある.

東側帯の花筒岩類は変成岩中に貫入したさまざ
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第7図ミャンマｰの火成岩分布.Khin(1990)による.第8図

W,C,Eはそれぞれ西側帯,中央帯,東側帯の

領域を示す.西側帯の花開岩類には一部火山岩

類も含まれる.

“

ハ

ノメて
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!CrCu-Auゴ
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く

㌧

､一C､ノ
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℀

ミャンマｰの鉱床区.B㎝der(1982)に一部加筆.

I.アラカン沿岸帯,皿.アラカン～チン帯,皿.中

央帯,1V.東部高地,東部高地は1V1.北東ミャンマ

ｰ帯,1V2.シャン～テナッセリム帯に細区分され

る.

まな時代の花筒岩が含まれる.中～粗粒の斑状花

間岩が多く,主体はタイ北部から延びる三畳花開

岩類と考えられる.タイでは錫･タングステン鉱床

が伴われるが,ミャンマｰ側では知られていない.

これら花商岩類の中にはモゴック地区やタボイ～メ

ルグイ地区のように特定の鉱物資源を伴うものがある.

モゴック地区の花開岩:始生代の変成岩中に貫

入するアルカリに富む花筒岩で,閃長岩が伴われ

るほか,モゴック大理石と花筒岩類の境界部でフェ

ン岩化作用(アルカリの付加により特異なアルカリ

花筒岩が形成される作用)が認められ,電気石花

商岩も出現する.花開岩付近の変成岩は更に変成

を受け,ルビｰやサファイアを含む大理石となって

おり,モゴックを世界的なルビｰ産地としている.

タボイ～メルグイ地区の花開岩1径60km×

20kmほどの南北方向に伸長した多数の花筒岩体

からなっている.これらの花陶岩体はさまざまな粒

度や組織を示し,錫･タングステン鉱床がペグマタ

イト,石英脈,グライゼンなどの形で伴われている.

5.鉱物資源

ミャンマｰの鉱物資源は地質構造と密接に関係

して分布しており,鉱床区の区分も地体構造区分

と似たものになっている(第8図).鉱床区は西側

からアラカン沿岸帯,アラカン～チン帯,中央帯､

東部高地帯であり,それぞれに特徴的な資源が産

出する.

つまり,アラカン沿岸部や中央帯では,新第三紀

以降の堆積岩類が分布し,主に石油･ガス資源と

石炭資源が分布している.

アラカン～チン帯にも堆積岩が卓越し,金属鉱

床は少ないが,その東部に発達する深部裂かに沿

って分布する超塩基性岩にクロムやニッケル鉱床

が伴われている.

東部高地では,古い時代の岩石やこれらを貫く

花開岩類に伴われて多種多様な鉱物資源が分布

している.

以下,エネルギｰ資源,金属資源,非金属資源

1998年4月号�



一20一

須藤定久

プ

ノヘヘ

ブ)}

岬､

箏ぺ

竃＼

､炭田へ

魁亜炭田

､油田･ガス田

一“･〆

第9図ミャンマｰのエネルギｰ資源.Bender(1983),

ESCAP(1997)を簡略化.

の順に概説してみよう.

5.､エネルギｰ資源

主に新第三紀以降の堆積岩類が分布するアラカ

ン沿岸帯や中央帯に分布する(第9図).

石炭は各地に産出するが,中央帯の石炭は形成

年代が若く,亜炭や低晶質炭が多い.一方,東部

高地西縁部の中･古生層に胚胎される石炭は晶質

が良く,ほとんどがこの地区で採掘されている.

石油･天然ガスはアラカン沿洋帯や中央帯の各

地に産出が知られ(第9図),さらにイラワジデルタ

沖の海底にも資源の賦存が期待されている.ミャン

マｰは東南アジア有数の資源保有国であるといわ

れているが,第二次世界大戦後は探査･開発が遅

れ,その生産量は戦前の水準には遠く及ばず,石

油の輸入国となっている.近年の経済解放により,

国際資本が探査にのりだしており,今後の発展が

期待される.

5.2金属鉱物資源

金属鉱物資源としては,金(Au),銀(Ag),銅

(Cu),鉛(Ph),重鉛(Zn),鉄(Fe),ニッケル
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第10図中央低地の火成岩と金鉱床.ESCAP(1997)に

基づいて作成.

(Ni),クロム(Cr),コバルト(Co),白金(Pt),アン

チモン(Sb)､タングステン(W),錫(Sn),レア･アｰ

ス(RE),ジルコニウム(Zr)など,約160余ヵ所の鉱

床･鉱産地が知られている(ESCAP,1997).とびぬ

けて規模の大きな鉱床は知られていないが,地質

構造や火成活動と資源の分布については興味深い

関係がみられる.鉱床･鉱産地の分布状況を付図

3に示した.各鉱床の名称や位置などは金属鉱業

事業団(1996)に示されているので,ここでは,比

較的規模の大きいもの,または稼行中のものにつ

いて述べる(付図3の付表を参照).以下,主要な

鉱種について概要を眺めてみよう.

ん金(Au)

中央平野で,第三紀の火山岩類の活動に関連し

て形成された浅熱水性金鉱床の探査が行われてい

る.キャウパトの金プロジェクトでは1,400mX

370m規模の変質帯が探査された.この結果,平

均4.029/tで346万tの鉱石が確認され,操業が始

まった(文末付図3).この種の鉱床の周辺に発薄

する漂砂鉱床も探査対象となっている(第10図).

B一銀(Ag)

バｰドウィンやバウサインなどの鉛･亜鉛鉱床に
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第11図鉱床の分布(銅･鉛･亜鉛･鉄).Goossens

(1978)を簡略化.

は多くの銀が伴われており,これを残鉱やスラグ

(精練したあとの鉱澤)から回収することが行われ

ている.

C.銅(Cu)

東部高地を中心に50力所以上の産地があるが,

銅鉱山として開発されたものはほとんどない.これ

らの多くは,カンブリア紀～オルドビス紀の火山活

動に伴って形成されたもので,いわゆる｢台地石灰

岩｣中に層状鉱床として胚胎されている.また花樹

岩や火山岩に伴う火成活動によって形成された鉱

床も多い(第11図).

新第三紀堆積盆地内にあるモンユワの銅鉱床

は,火山岩類とそれに貫入する半深成岩中に,鉱

染鉱床･鉱脈鉱床･堆積鉱床が胚胎される特異な

鉱床である.黒鉱鉱床という説とホｰフィリｰ型と

する説がある(第12図).探査が終了し,開発が始

まったようだ.

D.鉛･亜鉛(Pb･Zn)

東部高地の西部を中心に多くの鉱床が知られて

いる(第11図).最大の鉱床はシャン自治州北部に

あるバｰドウィン鉱山のものである.この鉱山は鉱

化帯の規模が南北4km,幅100mに及び,長さ380

･､舳B｡回1

水面｡"淋目･

瀦鈴1

第12図モンユワ鉱山の模式断面図.Goossens(1978)

を簡略化.1.地表噴出火山岩,2.泥岩･火山源

堆積岩,3.海底噴出火砕岩､4.海底噴出の熔

岩,5.貫入岩.ん鉱脈型鉱床,B.鉱染型鉱床,

C.層状鉱床.水面は鉱床形成時の推定水面.
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第13図バｰドウィン鉱山の地質図と断面図.Bender

(1983)を簡略化.1.鉱床,2.断層(Y.ユンナン断

層,H.ハゼンウィ断層),3.酸性貫入岩,4一火砕岩

類,5.堆積岩類(平面図),6.堆積岩類(断面図).

～550m,深さ350～450m,幅6～42mの3鉱体が

ある(第13図).15世紀の初頭,中国人によって銀

を採取するために開発され,以後長期間にわたっ

て稼行されている.

これに次ぐ鉱床は,シャン自治州南部にあるバ

ウサイン鉱床である.小鉱床がオルドビス紀の石灰

岩中にNNW-SSE方向の狭い帯をなして,長さ

6kmにわたって点々と分布しおり,その一部が開

発されている.

E.鉄(Fe)

全土に散在し,22鉱床が確認されている(第11
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団).構成鉱物からみると褐鉄鉱(limOnite)･赤鉄

鉱(hema趾e)が計13力所,以下磁鉄鉱(magnetite)

3,ラテライト(laterite)5,シデライト(siderite)1と

なっている.褐鉄鉱･赤鉄鉱型は中･古生代の石

灰岩の風化残留鉱床である.

F.マンガン(Mn)

牟ヰ■手g群恥牟躍吟ら牟るが,ザずれも小規模

で,⊥経済的に重要なものはない.生産量も年間

100t(36～56%Mn)以下である.

G.クロム(Cr)

アラカン～チン帯東縁の深部裂か沿いの超塩基

性岩に伴うものと北部ミッチｰナ近郊のペグマタイ

ト,蛇紋岩に伴うものがある(第16図).大規模な

鉱床は発見されていない.

H.;ツケル(Ni)

経済的に重要なのは,バｰドウィン鉱山(鉛･亜

鉛･銀)の副産物として産するもので,高品位部は

O.23%Niに達する.1942年までに13.2t,1960年

に327t,1975年には75tのニッケル生産があった.

ほかに超塩基性岩地域の探査が進み,鉱床が各地

で発見されている.

1.コバルト(Co)

ニッケルと同じようにバｰドウィン鉱山の副産物

として産出している.

J.モリブデン(Mo)

南部の錫･タングステンの初生鉱床中に輝石鉛鉱

の産出があちらこちらで,確認されているが,量的

にはごく少ない.

K.アンチモン(Sb)

31力所の輝安鉱の産地が知られている(第14

図).全て東部高地にあり,多くは古生代の｢台地

石灰岩｣中に脈またはレンズ状鉱床として胚胎され

ている.代表的鉱床にはレｰピン鉱山がある.

L.ひ素(As)

バｰドウィン鉱山の副産物として産出.高品位部

の品位はO.64%Asである.

M.ビスマス(8i)

南東部の錫･タングステンの初生鉱床中に輝蒼鉛

鉱が産出する.またモゴックなどの宝石産地で,砂

礫中にビスマスの鉱坑が産出する.

N､錫･タングステン(Sn･W)

ミャンマｰ南部のテナッセリム区からシャン

自治州の西部にかけて,120力所以上の鉱産地が

㌧

､

而

寸∴づ

､!ギ

!冷箏

､＼い

ユ増匁影

第14図鉱床の分布(錫･重晶石･タングステン･アンチ

モン).Goossens(1978)を簡略化.錫･タングス

テン鉱床の分布は点線で示した中央帯花開岩

の分布域とみごとに重なる.

知られている(第14図).ほとんどの鉱床がインド

ネシアから続く錫鉱床地帯の北端にあたる中央帯

の花筒岩の分布域にあり,花樹岩と鉱床の成因的

関係を如実に示している.

ミャンマｰ南部のタボイからメルグイにかけての

地域には最大60km×20kmほどで南北方向に伸

長した花商岩体が多数分布し,変化に富んだ粒度

や組織を示し,随所に錫鉱床が伴われることは,

すでに火成活動の項で述べた.

花樹岩に伴われる錫鉱床の様式としては次の3

つが代表的なものである.

①ペグマタイト…レンズ状の派として産出する事が

多い.産出鉱物は石英,正長石,白雲母,電気

石,柘榴石,錫石,鉄マンガン重石など.

②石英脈…南北方向で幅3cmから1m以下,延長

は1kmに及ぶものもある.産出鉱物は石英,鉄

マンガン重石,錫石など.

③グライゼン…ガスによるグライゼン化作用により

電気石花樹岩が生じ,錫石はその中に点々と含

まれる.

地質ニュｰス524号�



ミャンマｰの地質と鉱物資源

一23一

タボイ地区で約30,メルグイ地区で約50の錫･タ

ングステン鉱山が分布するが,いずれの鉱床も個々

の鉱床の規模はさほど大きいものではない.多く

場合,上に述べた初生鉱床とともに,付近に分布

する漂砂鉱床や堆積鉱床などの二次鉱床もあわせ

て開発している.

しかし最近の錫楓格の低迷〕皐っエ､､.採取量も

低迷しているようである.主要な鉱床はヘインダ

(漂砂鉱床),カンバウク(鉱脈鉱床),ヤダナボン

(鉱脈鉱床)などである.

O.アルミニウム(A1)

アルミニウム原料用のボｰキサイトやラテライトが

各地に分布しており,高品位部は､A1203が50%以

上,Si02は4%以下である.原岩としては,石灰岩,

粘土質岩,花商岩などさまざまなものがある.しか

し,鉱業対象となりうる資源は発見されていない.

以上金属鉱物資源の概要を眺めてきたが,鉱業

活動の状況を把握するために生産統計を見てみよ

う(第18図).主要な金属鉱物である銅･鉛･亜

鉛･タングステン･錫はすべて減少の一途をたどっ

ている.1988年の暴動発生から1989年の社会主

義放棄という｢社会の行き詰まり｣の時代を端的に

示している.近年の探査･活動により,価格が暴落

している錫を除けば,銅を中心に今後上昇してい

くであろう.期待を持って見まもりたい.

5.3非金属鉱物(工業原料鉱物)

約21種類220余の非金属鉱物の鉱床･鉱産地が

知られている(付図4).宝石や石灰石,塩類を除

けば,大規模な鉱床は矢口られていないが,東部高

地を中心に未探査領域が多く,今後の探査の進展

が期待される.

ん重晶石(Ba)

東部高地に11鉱床が散在分布している(第14

図).オルドビス紀の石灰岩中の層状鉱床または脈

状鉱床で,多少とも鉛鉱床を伴うことが多い.石油

や天然ガスの探査･開発のために需要が多く,バ

ウサイン地区を中心に年間15,000～20,000t程度

の安定した生産が続いている.

B.ホタル石(F1)

東部高地から南部のテナッセリム区にかけて3力

所の鉱床が知られるのみである.隣接するタイ側

には比較的豊富に産出しており,今後の探査が注

レ

�
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�
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､^

�

��
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第15図ミャンマｰの非金属鉱物資源の分布.ESCAP

(1997)の鉱物資源図を簡略化.資源の分布域

を示した.鉱種の記号は:Jd.ひすい,Gr.黒鉛,

S乱塩類,Gm.宝石,Ls.石灰石,C1.粘土,Tc.滑

石,D1.ドロマイト,Sg.珪砂,Ba.重晶石,Ka.カ

オリン,Bx｡ボｰキサイト.

目される.

C.石膏(Gy)

内陸第三紀堆積盆地内の第三紀層中に層状鉱

床として産出するが,経済的価値は乏しい.東部

高地では,三畳紀～ジュラ紀の蒸発岩中に厚さ

50m,延長60kmに及ぶ石膏層が賦存すると言わ

れる.ミャンマｰ中部の力一レン(Hkaleng)鉱床で

は,石膏630万tが確認され,年間3.5～4万tが採

掘され,主にセメント原料に使用されている.

D.りん(P)

石灰石に伴って各地に産出するが,P205が2%

以下と低品位であり,経済的価値を有する鉱床は

発見されていない.

E.塩類(Sa)

シャン自治州の北部には三畳紀～ジュラ紀のナ

ミャ層群中にパンノ蒸発岩層が発達し,広く分布し

ている.また各地に高濃度の塩分を含む泉の湧出

ポ

蝸＼

∵讐

＼/

､/

省
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◇サファイア鉱床rξノ
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第16図鉱床の分布(宝石･クロム).Goossens(1978),

ESCAP(1997)に基づいて作成.鉱床の分布は

アラカシｰチン帯の東縁と北東部に限られる.

も認められている.このように資源は豊富である

が,現在は利用されていない.塩の需要の大部分

は西部のアラカン自治州と南部のテナッセリム区

で生産される天日塩でまかなわれている.

F.粘土類(Cl)

ミャンマｰ中央部のマンダレｰ区では,新第三紀

層中に耐火粘土と本節粘土の鉱床が知られ,それ

ぞれ年間800～1,000t,1,000tが採掘･利用されて

いる.

G.カオリン(Ka)

中央部マンダレｰ区南部のサルウィンデルタ,イラ

ワジ川デルタなどで,風化成及び堆積性カオリンが

年間1,000t程度採掘され,主に煉瓦用に利用され

ている.

隣接するタイでは,錫の鉱化作用に伴うカオリン

鉱床の開発が進められている.ミャンマｰでもこの

種の鉱床の探査･開発が南部のテナッセリム区で

は期待される.

H.ドロマイト(Do)

シャン自治州南部のキｰゴン(Kyegone)地区で

年間1,000tが採掘され,鉄鉱用,ガラス用に利用

､凹鱗灘1萎1.き1≡…1≡≡回ひすい鉱床

離襲嚢11凝議案一一回クロム鉱床

鱗鱗鱗｡妻1徽日第四系

灘鱗灘蕩.園砂礫層

圃一人岬礫岩

欝妻1綴､欄.･･1歴日第三紀層

葦､灘獺騒集塊岩

籍欝ほ11

跳;,,､､､､､･.一“｣互五一翻結晶片岩

第17図ひすい鉱山地帯の地質略図.Bender(1983)の

図を一部省略し書き換えた.もともとはChhiber

(1943)の図をB㎝derが書き直したもの.

されている.代表的な鉱石の化学組成は,

CaO昔30.84%,Mg0害19.75%,A1203目0.65%,

Fe203;0.29%,Si02目2.64%,Ig.1oss=45.41%と

萬品位である.

1.珪砂(Ss)

アンダマン海の島々に,ガラス用に適した珪砂が

分布するが,規模はあまり大きくない.

J.ベントナイト(昼n)

中央部のマンダレｰ区の第三紀層中に発達し,

年間800～1,000tが採掘され,土壌改良材,脱色

剤,ボｰリング泥水用などに利用されている.

K黒鉛(Gr)

内陸盆地と東部高地の境界部に分布する先カン

ブリア紀の変成岩中に分布している.

｣～ヨ灰石(Ls)

デボン系,三畳系,ジュラ系などに石灰岩が豊富

に伴われている.特に東部高地のデボン紀の石灰

岩は広大な台地を形成して分布するために｢台地

石灰岩｣と呼ばれる.

ミャンマｰ中部のタエミョウでは,漸新～中新統

中に厚さ100m程の石灰岩が挟まれており,セメン

ト用石灰石が年聞41万t採掘されている..10万t

のマｰル(泥灰石),16,500tの石膏を副原料とし

て年間30万tのセメントが生産されている.

中部のマンダレｰ区では,2つの石灰石鉱山が稼

行されている.ピンマナ鉱山では,年聞25,O00tが

採掘され,紙,製糖,ガラス,セラミックス等に利用

地質ニュｰス524号�
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第18図

主要鉱物生産量の推移.ESCAP(1997)の統計デｰタに基づいて作成.金属鉱物は精鉱量で,鉱種はCu.銅,

Pb.鉛,Zn.亜鉛,W+Sn.タングステンと錫.非金属鉱物(1)も精鉱量で,鉱種はLs.石灰石,Gy.石膏､Ba.重晶石.

石灰石にはセメント用,建材用は含まれない.非金属鉱物(2)も精鉱量で,鉱種はBc.本節粘土,Bn.ベントナイ

ト,Fc.耐火粘土,Do.ドロマイト.

されている.パセインギ鉱山では,年間5万tが採

掘され主に農業用に利用されている.

このほか,第一工業省傘下のミャンマｰセラミッ

ク工業も各地で年間70万tを採掘,建設･建築用

に利用している.

M.宝石(Jd,Ru,Sp)

ミャンマｰ北部は世界的な宝石の産地として知

られている(第16図).この地域ではひすい(Jd)と

ルビｰ(Ru)やサファイア(Sp)などのコランダム類の

両方が産出する.

ひすい(窮翠):鉱物学的にはひすい輝石とネフラ

イトに区分される.ひすい輝石(NaAl[Si2061)は硬

度7,硬玉と呼ばれ,鮮やかな緑色である.産出が

希少で高価であり,宝石として使用される.ネフラ

イトは細粒綴密な透角閃石やアクチノ閃石の集合

体である.硬度6～6.5で,軟玉と呼ばれ,透明感

に乏しく,彫刻して装飾晶として利用されている.

中国のひすいや玉はほとんどがネフライトである.

ミャンマｰで産するのは高価なひすい輝石で,

世界唯一最大の産地といわれるほどである.北部

のミッチｰナ地方が主産地で,チンドウィン河の支

流域に分布する結晶片岩帯の蛇紋岩化したかんら

ん岩中にアルビタイトとして産出する.また,かんら

ん岩体の周辺に分布する砂礫層中に藻砕鉱床を形

成している(第17図).経済的に有利な漂砂鉱床が

盛んに開発されている.低迷する鉱業わ中で,着

実に生産が上昇しており,近年は年間200tもの生

産がある(第19図).

コランダム類:ミャンマｰはルビｰやサファイアな
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建材��
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第19図宝石･セメント等の生産推移.ESCAP(1997)の

統計デｰタに基づいて作成.

どのコランダム類でも世界有数の産地である.タイ

やカンボジアなど東南アジアのルビｰやサファイア

は,第三紀末期から第四紀にかけて噴出した玄武

岩中にノジュｰルとして含まれて産出する(須藤･

平野1997).しかし,ミャンマｰのコランダムは変成

作用を受けた石灰岩中に産出し,ルビｰが多く,サ

ファイアはごく少ない.ひすい同様,初生鉱床より

も,その周辺に形成される漂砂鉱床が資源的に重

要である.主産地はシャン自治州北部のモゴック

地方で,質･量ともに世界一といわれている.最近

では宝石ブｰムがおこり,50以上の零細業者が先

を競って採掘しているようで,生産量も年間25～

30万カラットに及んでいる(第19図).

以上非金属鉱物資源の概要を眺めてきたが,鉱

業活動の状況を把握するために生産統計を見てみ
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鉱物探査鉱業法亜鉛

鉄鋼

サファイア母貝養殖海水化学工業

･冶金研究･労働保安･銀ステン･石炭･ひすい

･地学試験室･環境保全･銅･金･工業原･その他貴石

･デｰタベｰス･ダイア料鉱物

モンド

第20図ミャンマｰ鉱山省の組織図.ESCAP(1997)による.組織名の下に担当範囲が示されている.

よう(第18図).主要な資源は生産に極端な増減が

多く,全体に下降傾向にある.一方,着実に生産

が上昇しているものもある.セメント,煉瓦などの建

材と宝石類である(第19図).建材は生活の必需晶

として生産が確保されてきたものであろうし,また

宝石は,設備投資が少なくてすみ,容易に換金で

きることから,零細な業者による活発な活動が続い

ているためであろう.金属資源と同様に非金属資

源についても探査･開発の努力が進められており,

今後徐々に生産が増加していくことであろう.

6｡鉱山省の組織

社会主義の放棄,国際社会への復帰に伴い,国

家組織も大きく変わりつつあり,ミャンマｰ鉱山省

の組織や機構も活性化･民営化を目指して,逐次

改革されているようだ.

最近の組織図(ESCAP,1997)を第20図に示し

た.これによると鉱山省は,調査･行政機関として

の｢地質調査･鉱物探査部｣,｢企画･労働安全部｣

のほか,｢べ一スメタル(工業の基礎資材として重要

な銅･鉛･亜鉛などの金属)｣,｢希少金属｣,｢鉄･

鉄鋼及び石炭･工業原料鉱物｣,｢宝石･貴石｣,｢真

珠｣,｢塩類｣をそれぞれ扱う7つの公社(英文では

“enterprise"と表記されている)に編成されたよう

である.

各分杜の実体や業務内容についてはよくわから

ないが,金属鉱業事業団発行の｢海外鉱業情報｣

誌に最近の組織の実体や鉱区の入札,開発環境に

関する最新情報が随時掲載されており,これらを参

考にしていただきたい∵

7｡おわりに

以上,最近の文献に基づいて,ミャンマｰの地質

と鉱物資源の概要について紹介した.今後盛んに

なると期待される日本とミャンマｰの間の交流の進

展に貢献できれば幸いです.

この紹介文を書くにあたってビルマ戦線から生

還した永松一夫氏(佐賀県在住)より,第二次大戦

当時や最近のミャンマｰについての情報をいただ

いた.特に文献として引用しませんでしたが,ここ

に記して謝意を表します.

また最近,貿易等何らかの関連をもち,ミャンマ

ｰに熱い思いを抱く人たちを中心に,｢ミャンマｰ

の自然環境を保護し,地場産業の育成を計り,住

民の生活向上に貢献すると共に,日緬の文化交流

を深める事｣を目的とする｢ミャンマｰ自然産業協

会(MyanmarIndustriesofNatureAssodation)｣

が設立され,活動を開始したようです.なお同協会

の連絡先は〒541-0052大阪市中央区安土町1-4-5

大阪屋本町ビル202(Te1:06-266･0193)です.
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鰯齢

ミャンマｰの魔境｢プｰコン盆地｣一永松一夫氏の資料から一

ミャンマｰ中央平野の最北端,西側のパトカイ山

脈と東側のクモン山脈が合するところにフｰコン盆

地がある.南北に150km,東西100km,徳利を逆

さにしたような形をしている.南半分の河川は徳利

の口から南へ流れだし,イラワジ川に注いでいる.

北半分では周辺からの河川が集まりタナイ州とな

り,盆地の南西側を画するワンタク山地を横断し,

南西へ流出しチンドウィン川となっていく.

フｰコン盆地からワンタク山地へと切り込んでい

く部分の地形図を示した.典型的な先行谷である.

ワンタク山地の上昇,パトカイ山地の東縁断層に沿

う弱線,モンスｰン期の豪雨によるタナイ川の侵食

作用などさまざまな要素が微妙に作用しあった結

果である.

このような狭窄部があるため,盆地北部の平原

は平坦な湿地帯を形成しており,モンスｰンの豪雨

期には洪水が発生し,水浸しになる.周囲の山地

は温帯気候で冬には雪も降る.しかし,高温多湿

な盆地内は霧に包まれ,熱帯性のジャングルがみ

られるという.川には巨大な魚,陸にはニシキ蛇

に野生家,トカゲ,各種の猿,などなど,まさに｢魔

境｣だという.(永松一夫著｢魔境フｰコン地域の地

誌｣(個人出版物)を参考に記述)

一注意】等高線の数俺は,`^･

フィｰト麻.主的繍の間山L1州

隔は250フイｰト㈱75｡).戸1
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付図2ミャンマｰの地質図.(Goossens(1978),Bender(i983)の地質図を簡略化).1.第四系,2.新第三系,3.火山岩類
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9.塩基性～超塩基性岩類,10.時代未詳の変成岩類,11.先カシプリア系.
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付図4ミャンマｰの非金属鉱床.ESCAP(1996)の鉱物資源図を簡略化し,非金属鉱床のみを表示した.
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